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論文内容の要旨

[目的]

偽性内膜 (pseudointima: PI)肥厚は晩期人工血管閉塞の主な原因とされている。吻合部における PI の形成はホス

ト血管よりの内皮細胞，平滑筋細胞の移動，増殖によるものであるとされているが，中央部 PI の形成機序は明らかに

されていない。人工血管中央部での PI の形成機序，とくに PI の内膜下層を構成する平滑筋細胞 (SMC) ，線維芽細胞

(Fb) の由来については明確にされていない。本実験は家兎下大静脈 (IVC) の polytetrafluoroethylene (PTFE) 製

人工血管置換モデルを用いて人工血管中央部における PI の形成機序の解析を試みた。

[方法]

PTFE 製人工血管(長さ 3cm，内径 3mm，厚さ 300 um，線維間隙30 um) を用いて人工血管外壁よりの細胞侵入

を防ぐために種々の範囲を厚さ約10um のシリコンフィルムでコートし，以下の種類の人工血管を作成した。(必シリコ

ン樹脂を塗布しないもの， (B)全長に塗布したもの， (C)半分のみ塗布したもの， (助中央部 5mm を除き全長に塗布した

もの。これらの人工血管を日本白色家兎(雄性2.2-2.7 kg) の IVC に置換した(各 n 二 3)0 4 週間後に開存性を確認

した後摘出し，光学顕微鏡 (LM) ，走査型電子顕微鏡 (SEM) ，透過型電子顕微鏡 (TEM) を用いて形態学的に検討

を行った。また SMC の指標として muscle actin に対するモノクロナール抗体(HHF-35) ， Fb の指標として nonmus・

cle-type myosin heavy chain に対するモノクロナール抗体 (anti-SMemb) ， EC の指標として抗 thrombomodulin 抗

体 (anti-TM) を用いて免疫組織学的にも検討した。

[成績]

ω，但)， (ο， (防ともに外壁をシリコン処理していない部分の内腔は PI 形成により狭小化しており人工血管線維間隙

(FG) は種々の細胞で満たされていた。しかしシリコン処理部分には PI は認めず， FG には血液細胞を認めるのみで

あった。

(到において中央部にも PI が存在し内腔面は SEM では紡錘型の細胞が認められた。しかし anti-TM では染色され

なかった。 PI の構成細胞は内腔側は HHF-35で強陽性に， PI 人工血管側は anti-SMemb で陽性に染色された。
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TEM では， (防において吻合部 PI を構成する細胞の多くは SMC が占めており，中央部 PI を構成する細胞の多くは

Fb が占めていた。また，中央部 PI の構成細胞は内腔側より人工血管側がより未熟な細胞が多く認められた。

[総括]

(1)人工血管中央部では宿主血管より吻合部を越えての連続した細胞侵入が無くとも PI が形成されることを証明し

た。

(2) PI の形成は人工血管外側より FG を通過し侵入した Fb が，分化，増殖し構成されることが示唆された。

論文審査の結果の要旨

本研究は Polytetrafluoroethylene (PTFE) 製人工血管中央部におげる偽性内膜の形成機序を，特に偽性内膜下層を

構成する細胞について，家兎下大静脈の人工血管置換モデルついて，形態学的手法と，免疫組織学的手法を用いて解

析したものである。その結果，人工血管中央部では宿主血管からの吻合部を越えた連続する細胞侵入が無くとも，人

工血管外側よりの人工血管線維間隙を通過した細胞侵入が可能であれば偽性内膜が形成されることが明らかとなれ

また，この偽性内膜の形成には人工血管外側より人工血管線維間隙を通過，侵入した線維芽細胞が，分化，増殖し構

成されることが示唆された。本研究は PTFE 製人工血管の偽性内膜形成機序を解明する上で重要な示唆を与えてお

り，学位に値するものと考えられる。




